
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

朝倉鏡介

オルクス
ブラックドッグ

格闘家

渇望 加虐

日本支部ゴッドイーター

32

2
2
2
2

1
0
0
0

0
0
0
0

3 6
2
2
2

28
8
8
13
26

2
1 1

噂話 1

79以下
80-99
100以上

白兵
白兵
白兵

10r+4
10r+4
12r+4

8
8
7

18*2(+10)
18*2(+10)
18*2(+10)

0 0

応急手当キット

4 1

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ブラックドッグ

アタックプログラム<白兵>

領域の盾

オーバーロード

バリアクラッカー<白兵>

復讐の領域

猫の道

★

0

2

2

1

1

1

1

1

-

1d10

2

2

4

3

4

4D10

-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

オート

オート

メジャー

オート

メジャー

視界

-

-

武器

至近

至近

武器

視界

至近

シーン

自身

-

-

単体

自身

-

単体

自身

自動

自動

-

対決

自動

自動

対決

自動

自動

-

↓100

-

-

-

80↑

80↑

120↑

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

クリ値-lv(下限7)

命中判定達成値+[lv*2]する。

対象はカバーリングを行う。行動済みにならない。拒否可能。1シーンにlv回まで使用できる。

命中判定直前に使用し、攻撃力+[武器1つの攻撃力]する。使用後破壊される。

装甲ガード無視。1シナリオlv回まで。

HPダメージを受けた直後に使用し、自身にダメージを与えた対象に自身の受けたHPダメージと同等のダメージを与える(自身の最大HPまで)1シーン1回まで。

通常ではありえない方向や場所に道を作り移動するエフェクト。<RC>判定をさせてもよい。

神機データ：旧型：ロングブレード：エクスカリバー：プロトタイプ：アスリート：アスリート
総合神機データ
命中：2　攻撃：18　行動値：+2　射程：至近
効果：<RC>エフェクトを<白兵>エフェクトとして扱うことができ、<RC>と<白兵>エフェクトを同時使用可能。オート装備。
<RC>エフェクト使用時、命中判定達成値+2、ガード値+2。ラウンド中一度でも味方のHPが0になると攻撃力+10する。
最大HP-6する。

評判は悪く、一緒に行動していた仲間を囮に使うことはざらで、味方を盾にしてGEとしての将来を閉ざしかけた。
その行為があまりにも他のGE達に危害が及びすぎたため、新型神機使いと抱き合わせでオーストラリア支部に転属してきた。
実は支部にとって都合の悪いGEを始末するために所属している汚れ役を引き受ける立場。
GEを盾にするときは都合の悪い存在か、このまま荒神と戦い続けると命の危険がある存在をリンクエイドでギリギリ助かる位に攻撃を食らわせて戦闘不能にして
安全を確保させるためにいる。
今回は新型の護衛として派遣された。

pc3  推奨ワークス/カヴァー　自由/ゴッドイーター
     シナリオロイス　正体不明の荒神(p任意/n任意)

あなたは過去何処かの支部(自由設定)にいた。しかし今回その支部の支部長命令によって、
人手の足りないオーストラリア支部に転属することになり、pc4と共にやってきた。
新しい支部長に支部の説明を受けこの支部のゴッドイーターを紹介すると言うと、
見慣れない顔の赤い腕輪を付けた二人が扉を開けてくるのを見た。
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